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要旨

皮膚環境を探るため、 携帯型サーモグラ フ ィ を用いて健常者の皮膚温度がおむつ着脱や着用時間

に どのよ う に変化するか調査 した。 着用後 5 分までは皮膚温に個人差が大き く みられたが、 5 分以

降は緩やかに温度上昇 しているため、環境に適応 している。おむつ開放後は急激に温度低下 したが、

防相l機能と して 1 0分後には温度上昇が見 られた。 おむつ着脱によ り 、 -.ê_低下 した温度が上昇す

る こ と によ り 皮膚が浸軟 し、 大き く 影響を受けるため、 不必要な着脱は避ける。 また患者の全身状態

および局所状態によ り おむつの種類を選択する こ と 、 スキンケア方法を考慮する こ と が必要である。
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【は じめに】

祷痛の発生は、 多 く の環境要因が関連 しているが、 その中でも発生要因と なる湿潤環境を整える

こ と は、 祷霜予防の大きな課題である。

おむつを使用する こ と で、蒸れて しま う と い う 患者の声があ り 、 患者の不快感につながっている。

入院 している患者の中には体温が上昇 している者も 多 く 、 おむつ着用によ り 皮膚に悪影響を及ぼ し

ているのではないかと推測できる。 湿度計を用いておむつ環境を測定 している研究はあるが、 今回

は温度に注目 し、 健常者がおむつを使用 した結晶時間で皮膚温度の上昇変化をサーモグラ フ ィ で測

定 した。 またおむつ開放後の皮膚温も同様に測定 し、 温度変化の検討によ り 、 今後のケアにつなが

るのではないかと考えた。
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【方法】

・ 被験者によ り おむつ着用前と 、 着用から 1 分間 ごと に曽部の温度をサーモグラ フ ィ で測定。

その後、 おむつを開放 して 1 分後、 5 分後、 1 0 分後、 15 分後にサーモグラ フ ィ を用いて測

定。

・ おむつ着用後、 被験者が蒸れて きたと感 じた時聞を聞き取 り 調査。

・ 測定は、 外来診察室のベ ッ ド上で行い、 室内温度は 26 度に統一。 おむつは同一種類でマ ジ

ッ ク テープ式のものを使用。 掛け物はタ オルケ ッ トのみと し、 環境を統一する0

・ サーモグラ フ ィ はチノ ー製携帯用小型熱画像力 メ ラ ( C P A - B 0 3 0 6 ) を使用0

・ 被験者は 2 0 代か ら 5 0代の健常者 10 名 (ボラ ンテ ィ ア) 。

・ おむつ着用時は仰臥位で安静臥床と し、 サーモグラ フ ィ で測定時は側臥位と な り 、 おむつ

を外 して測定する。

【倫理的配慮】

信州大学医学部倫理委員会の承認を受ける。

被験者への調査説明は文書で、行い、 同意書を得た上で調査を実施。

調査は個室で、プラ イバシーの保護に努め、 個人情報の取 り 扱いには十分配慮 し、 厳重に管理を行

った。

【結果】

O 着用後の皮膚温度変化の結果 (図 1 ) 。

おむつ着用前の皮膚温は、 32. 6 度-35. 8 度で被験者によ っ て温度差は大きか った。

おむつ着用 1 0 分後は 35. 6 度~

37. 3 度であ り 、 温度差が少なか

った。

おむつ着用後 5 分 く らいまでは

温度上昇に個人差がある ものの、

6 分後か らはすべての被験者に

ゆ るやかな上昇が見 られた。
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図 1 おむつ着用後の皮膚温度変化
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0蒸れを感 じた時間の調査結果 (図 2 ) 。

蒸れを感 じる時間には個人差があ り 、 4 分......6 分後に感 じた人が 60%を占めていた。

今回の研究では、 おむつ着用前の皮膚温と 、 蒸れを感 じた時間の皮膚温との差異は、 -0. 2......+2. 8

であ り 個人差が大き く 、 おむつ内の温度変化 と蒸れを体感する温度の関連は明 らかにはな らなかっ

た。
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図 2 蒸れを感 じた時間の調査

0おむつ解放時の皮膚温変化の結果 (図 3 ) 。

おむつ開放後よ り 皮膚温の低下にばらつきはある ものの、 おむつ開放から 1 0 分の聞で温度は急激に

低下するが、 1 5 分後に一定または上昇する人が 80%見 られた。

【考察】
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図 3 おむつ解放時の皮膚温変化
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おむつ着用後 5 分間は、 個人的要因である年齢差や代謝反応、 検査前の運動状態、 緊張な どの 自

律神経の状態 と 、 環境要因であるおむつ着用方法、 おむつの保存状況、 おむつの温度な どが関連 し、
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個人差が著明な温度変化と なっていたと考え られる。

着用後 5 分以降は、 温度の個人差が斡戒 し、 温度が緩やかに上昇 していた。 健常人は個人的 ・ 環

境的変化に 5 分で適応する と考え られる。

おむつ着用 5 分前後で蒸れを 自覚する樹験者が多 く 、 温度上昇に対 して、 発汗する こ と で環境に

適応 しよ う と している と考え られる。

おむつ開放後 1 0 分で急激に温度が低下 し、 その後一定または上昇する温度変化に関 しては、 急

激な冷却に対する防御機能と してわずかな温度上昇が見 られた と考え られる。

① おむつ着脱によ り 皮膚温が大き く 変化 し、 温度上昇によ っ て皮届環境は大き く 影響を受け、 祷

嬉の発生要因と なる皮膚の湿潤状態と な り う る こ と が予測される。 そのため排尿誘導や排池援

助な ど行い、 不必要なおむつの着用はさ ける。 今回の検証では健常者を対象に行い、 環境に適

応する機能が働いていたが、 高齢者や体温が上昇 している患者は適応能力が低下 しているため、

おむつの着脱は 5 分以内に済ますこ とが望ま しいと考え られる。

② 患者の皮膚環境を適正に保つために、 通気性を考慮 したおむつの素材や当て方を選択する。 長

時間吸収型を使用する場合は通気性のよ い高分子吸収ポリ マーのおむつを選択する。 また少量

の原漏れに対 し、 おむつ肉にパッ ドを重ねて使用する こ と は避ける。

③ スキンケア方法と して、 清拭する布や洗浄する温水は皮膚温に近い状態のものを使用する。

【縞命】

おむつ着用による皮膚環境への量怨を避けるために、 不必要なおむつ着用は避けるべきである。

やむを得ず着用する場合は、 通気性を考慮 した素材や当て方を選択 し、 皮膚環境への影響を最小限

にする。 また、 皮膚温を意識 したスキンケア方法を実施する。

今回の調査で、 携帯型サーモグラ フ ィ は、 皮膚温の変化を経時的かつ安定的にモニターできる こ と

が判明 した。

【今後の展望】

携帯型サーモグラ フ ィ は、 皮膚表面の環境変化、 および局所の乱流状態や炎症状態の評価に手軽に

使用できる。 これらのこ と よ り 、 今後、 祷癒を予防 ・ 管理する上で有効な手段の一つになると考え

る。
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